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春日神社「湯立ての釜」
(元文3年・県文)

春日神社「湯立ての釜」
(天明5年・県文)
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魔王天神社「湯立ての釜」(安政2年・県文)



DA

阿弥陀堂、三十六歌仙天井絵(部分) 薬明王大権現碑拓本

春日神社御正体

通玄寺梵鐘(享保8年) 通玄寺鍔口(宝永元年)



伊勢神宮代参勧化帳と道中日記 鳴沢村水帳(寛文9年)
(文久2年)

谷村代官中井清太夫発給の御印紙(天明4年)

渡辺富右衛門日記
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川口学校生徒の小学第8級卒業証書(明治7年)
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百万迦大念仏の大数珠
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富士仙元茶屋の火箸 道祖神幟
(文久2年)

富士仙元碑(片蓋山)
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八幡神社御神体

八幡神社本殿

春日神社御神体と棟札

春日神社本殿



春日神社末社の牛頭天王社

春日神社末社の山神社

魔王天神社の御神体

70

小御嶽大権現社の古宮 秋葉大権現掛軸



通玄寺の千匹馬扁額(部分)

通玄寺の百一体観世音菩薩像
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村中居屋敷・屋敷成 絵図(明治4年)
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溶岩樹型の成因

(1)溶岩流の流下 2) 木がとり込 (樹木が焼失まして

溶岩樹型の種類

17 D

(1井戸型樹型 ②石柱型物型 (3) (4 型G型 流木型番型
溶岩撤型の原因と運業(1979 ・田中 )

国指定特別天然記念物・鳴沢の溶岩樹型

県指定天然記念物、アズキナシ 鐘かけのヘダ木
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